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墨
に
彩
り
を
見
た
光
の
水
墨
画
家

山梨近代人物館
山梨県庁舎別館2階（甲府市丸の内1-6-1）

ふれあい

〈
記
事
監
修
〉
山
梨
大
学 

名
誉
教
授
　齋
藤
康
彦

未
来
を
切
り
拓
い
た
郷
土
の
誇
り

やまなしの
偉人たち

26
ひ 

ら

幼
少
期
の
出
会
い
が

人
生
を
変
え
る
こ
と
に

生
涯
の
指
針
と
な
っ
た

黒
田
清
輝
の
言
葉

漫
画
記
者
と
画
家
の
は
ざ
ま
で

私
的
世
界
追
求
の
た
め

院
展
芸
術
か
ら
個
展
芸
術
へ

開館時間 ： 午前9時～午後5時
休 館 日 ： 第2･4火曜日/12月29日～1月3日
入 館 料 ： 無料
TEL 055-231-0988  FAX 055-231-0991

近
代
洋
画
の
第
二
世
代
と
し
て
画
壇
に
登
場
。

大
正
期
に
流
行
の
漫
画
で
一
時
代
を
築
い
た
後

新
南
画
的
傾
向
の
日
本
画
家
と
し
て

確
固
た
る
地
位
を
築
い
た
近
藤
浩
一路
。

光
と
影
の
世
界
を
水
墨
画
に
見
い
だ
し

新
た
な
境
地
を
切
り
開
い
た
。

　
近
藤
浩
一
路
は
、１
８
８
４（
明
治
17
）年
、

南
巨
摩
郡
睦
合
村（
現
・
南
部
町
）に
近
藤

麟
次
郎
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。近
藤
家

は
南
部
宿
の
本
陣
を
務
め
た
家
柄
で
、祖

父・喜
則
は
初
代
県
議
会
議
長
だ
っ
た
。３
歳

の
頃
、父
の
療
養
の
た
め
静
岡
県
庵
原
郡
岩

淵
村（
現
・
富
士
市
）へ
移
住
。父
が
死
去
し

て
以
降
は
、祖
父
の
援
助
の
下
で
育
て
ら
れ

た
。韮
山
中
学
校（
現
・
静
岡
県
立
韮
山
高

校
）卒
業
後
は
、医
師
に
な
る
た
め
に
上
京

し
た
が
、第
一
高
等
学
校（
現・東
京
大
学
）を

３
回
不
合
格
に
な
る
と
、祖
父
か
ら
好
き
な

こ
と
を
し
て
も
よ
い
と
許
し
を
得
た
。幼
少

よ
り
絵
が
好
き
だ
っ
た
浩
一
路
は
、小
学
校
時

代
に
、友
人
宅
で
画
家・和
田
英
作（
後
の
東

京
美
術
学
校
長
）と
出
会
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
、和
田
の
門
を
た
た
く
。和
田
の
家
か

ら
白
馬
会
研
究
所
へ
通
い
、21
歳
で
東
京
美

術
学
校（
現
・
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
）

西
洋
画
科
に
入
学
し
た
。

　
当
時
の
白
馬
会
研
究
所
に
は
、黒
田
清

輝
、藤
島
武
二
ら
近
代
洋
画
の
大
家
が
い
た

の
で
、浩
一
路
も
多
大
な
影
響
を
受
け
た
。中

で
も「
君
に
は
光
に
対
す
る
良
い
セ
ン
ス
が

あ
る
。そ
れ
を
生
か
す
よ
う
な
仕
事
を
し
な

さ
い
」と
い
う
黒
田
の
言
葉
は
、生
涯
の
指
針

と
な
る
。美
術
学
校
で
は
、藤
田
嗣
治
、岡
本

一
平
ら
と
親
交
を
深
め
、濱
谷
白
雨
か
ら
墨

の
奥
深
さ
を
説
か
れ
、水
墨
画
を
描
き
始
め

た
。１
９
１
０（
明
治
43
）年
、美
術
学
校
を

卒
業
す
る
と
、活
動
の
場
を
文
部
省
美
術

展
覧
会（
文
展
）に
求
め
、第
４
回
文
展
に

「
京
橋
」を
出
品
し
入
選
。洋
画
制
作
に
打

ち
込
む
一
方
、水
墨
画
や
漫
画
の
制
作
に
も

取
り
組
ん
だ
。

　
浩
一
路
は
、１
９
１
３（
大
正
２
）年
、京
都

女
子
美
術
学
校
の
洋
画
教
員
に
な
り
、翌
年

生
徒
の一
人
、白
井
清
子
と
結
婚
。生
活
の
安

定
を
求
め
、１
９
１
５（
大
正
４
）年
に
挿
絵

や
漫
画
を
描
く
漫
画
記
者
と
し
て
読
売
新

聞
社
に
入
社
す
る
と
、朝
日
新
聞
社
の
漫
画

記
者
で
旧
友
の
岡
本
一
平
と「
一
平
・
浩
一
路

時
代
」を
築
く
。し
か
し
、漫
画
を
描
く
中

で
、白
と
黒
の
世
界
に
興
味
を
持
っ
た
浩
一
路

は
、「
芸
術
的
真
剣
味
を
真
正
面
か
ら
ぶ
つ

か
っ
て
現
し
て
み
た
い
」と
い
う
念
願
が
捨
て

切
れ
ず
、１
９
１
９（
大
正
８
）年
の
第
６
回
日

本
美
術
院
展（
院
展
）に
本
格
的
な
日
本
画

を
出
品
、初
入
選
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。

　
１
９
２
３（
大
正
12
）年
の
第
10
回
院
展

に
、洋
画
で
培
わ
れ
た
写
実
的
描
写
と
南
画

的
な
叙
情
性
に
、ど
こ
か
漫
画
的
な
愛
嬌
あ

る
登
場
人
物
や
鵜
を
加
味
し
、幻
想
的
な
雰

囲
気
を
醸
し
出
し
た
水
墨
画
の
大
作「
鵜
飼

六
題
」を
発
表
。こ
の
作
品
が
浩
一
路
の
代
表

作
と
な
っ
た
。以
降
、日
本
の
情
景
を
、た
っ
ぷ

り
と
水
を
含
ん
だ
墨
に
よ
る
に
じ
み
や
ぼ
か

し
に
よ
っ
て
、湿
潤
で
夢
幻
的
な
世
界
と
し
て

展
開
し
て
い
く
。

　
世
間
の
評
価
が
高
ま
る
中
、１
９
３
１

（
昭
和
６
）年
、二
度
目
の
フ
ラ
ン
ス
旅
行
で

批
評
家
の
ア
ン
ド
レ・マ
ル
ロ
ー
と
親
交
を
深

め
た
浩
一
路
は
、滞
在
中
に
パ
リ
で
個
展
を

開
き
成
功
。そ
の
後
、日
本
美
術
院
を
脱
退

し
、東
京
府
北
多
摩
郡
久
留
米
村（
現
・
東

京
都
東
久
留
米
市
）に
ア
ト
リ
エ
兼
自
宅

「
土
筆
居
」を
構
え
る
。

　
戦
争
末
期
に
は
静
岡
県
榛
原
郡
金
谷
町

（
現・島
田
市
）へ
疎
開
。そ
の
後
、山
梨
県
東

山
梨
郡
勝
沼
町（
現・甲
州
市
）、南
都
留
郡

中
野
村（
現
・
山
中
湖
村
）へ
と
転
居
し
、終

戦
後
は
東
京
都
豊
島
区
巣
鴨
に「
土
筆
居
」

を
再
建
す
る
。１
９
５
９（
昭
和
34
）年
に
は

日
展
会
員
と
な
り
、晩
年
は
悠
々
自
適
に
絵

画
制
作
の
日
々
を
送
り
、１
９
６
２（
昭
和

37
）年
、78
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

《黄檗初夏》1925（大正14）年（山梨県立美術館蔵）
 2月26日まで県立美術館で展示中

第4回展示「日本の文化を興した山梨の人々」
期　　間 ： ～3月27日

こ
う
い
ち
ろ

は
ま 

や   

は
く 

う

さ
し 

え

《雨期》1951（昭和26）年（山梨県立美術館蔵）
 2月26日まで県立美術館で展示中

つ
く
し 

き
ょ

（近藤浩一路記念南部町立美術館蔵）

浩一路の作品やゆかりの品を展示している近藤浩一路記念南部
町立美術館
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近
代
洋
画
の
第
二
世
代
と
し
て
画
壇
に
登
場
。

大
正
期
に
流
行
の
漫
画
で
一
時
代
を
築
い
た
後

新
南
画
的
傾
向
の
日
本
画
家
と
し
て

確
固
た
る
地
位
を
築
い
た
近
藤
浩
一路
。

光
と
影
の
世
界
を
水
墨
画
に
見
い
だ
し

新
た
な
境
地
を
切
り
開
い
た
。

　
近
藤
浩
一
路
は
、１
８
８
４（
明
治
17
）年
、

南
巨
摩
郡
睦
合
村（
現
・
南
部
町
）に
近
藤

麟
次
郎
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。近
藤
家

は
南
部
宿
の
本
陣
を
務
め
た
家
柄
で
、祖

父・喜
則
は
初
代
県
議
会
議
長
だ
っ
た
。３
歳

の
頃
、父
の
療
養
の
た
め
静
岡
県
庵
原
郡
岩

淵
村（
現
・
富
士
市
）へ
移
住
。父
が
死
去
し

て
以
降
は
、祖
父
の
援
助
の
下
で
育
て
ら
れ

た
。韮
山
中
学
校（
現
・
静
岡
県
立
韮
山
高

校
）卒
業
後
は
、医
師
に
な
る
た
め
に
上
京

し
た
が
、第
一
高
等
学
校（
現・東
京
大
学
）を

３
回
不
合
格
に
な
る
と
、祖
父
か
ら
好
き
な

こ
と
を
し
て
も
よ
い
と
許
し
を
得
た
。幼
少

よ
り
絵
が
好
き
だ
っ
た
浩
一
路
は
、小
学
校
時

代
に
、友
人
宅
で
画
家・和
田
英
作（
後
の
東

京
美
術
学
校
長
）と
出
会
っ
た
こ
と
を
思
い

出
し
、和
田
の
門
を
た
た
く
。和
田
の
家
か

ら
白
馬
会
研
究
所
へ
通
い
、21
歳
で
東
京
美

術
学
校（
現
・
東
京
藝
術
大
学
美
術
学
部
）

西
洋
画
科
に
入
学
し
た
。

　
当
時
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会
研
究
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に
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、黒
田
清
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洋
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大
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光
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葉
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４
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。
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９
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醸
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情
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